
君 と つ ば さ 第３０４号　（１） ２０１２.５.１５

本
紙
は
、

�
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て

助
成
を
受
け
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。
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梅  
枝  
梅 
香
���

�

う
め 
が
え 
う
め 
が
か

油
彩
・
カ
ン
バ
ス

平成２４年５月１５日発行
発行・公益財団法人　交通遺児育英会

　
　

〒１０２-
００９３

東京都千代田区平河町２―６―１
（電話）０３（３５５６）０７７１
（ＨＰ）　http://www.kotsuiji.com 

�交通遺児育英会

愛
知
県
立
芸
術
大
学　

３
年

白
井　

弓
子

奨
学
生
募
集
中

　

年
度　

収
支
予
算
さ
ら
に
厳
し
く

２４

第３次長期事業計画を決めた通常理事会

通　

常

理
事
会

 
 
返
還
滞
納
の
大
幅
減
な
ど
４
本
柱

督
促
対
象
者
の
範
囲
を
拡
大

つ
ど
い　
日
程
短
縮
し
全
国
一
括
開
催
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�

つ
ど
い
開
催 

８
月
４
、５
日（
土
、日
曜
）＝
千
葉
市　
　
　
　
　

７
月
７
、８
日
＝
新
潟
市　

８
月　

、　

日
＝
松
本
市

２５
２６

９
月
８
、９
日
＝
米
子
市　
　

月　

、　

日
＝
広
島
市

１０

１３
１４

　

月　

、　

日
＝
金
沢
市　
　

月
１
、２
日
＝
大
分
市

１１

１０
１１

１２

相
談
会
開
催

（
す
べ
て
土
、
日
曜
）
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新
入
生
の
皆
さ
ん　
お
め
で
と
う

公益財団法人交通遺児育英会

理事長　中根　晃

大
人
に
な
る
、世
に
出
る
日
の
た
め
に

素
直
に
な
る
こ
と

第
3
次
長
期
事
業
計
画
を
決
定

２４　年　度
事業計画



君 と つ ば さ第３０４号 ２０１２.５.１５ （２）　

お
届
け
し
ま
す
。
奨
学
生
の
皆

さ
ん
、
新
年
度
に
向
か
っ
て
い

っ
そ
う
奮
起
し
て
く
だ
さ
い
。

 

（
宇
部
市　

Ｎ
・
Ｃ
）

　
　
　

☆　
　
　

☆

　

高
校
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
大
学
に
進
む
人
、
社

会
に
出
る
人
、
皆
さ
ん
、
そ
れ

ぞ
れ
の
希
望
を
忘
れ
ず
に
、
体

を
だ
い
じ
に
、
明
る
い
心
を
忘

れ
ず
に
。

 

（
西
東
京
市　

Ｔ
・
Ｔ
）

　
　
　

☆　
　
　

☆

　

春
寒
、
梅
の
花
が
ほ
こ
ろ
び

始
め
た
と
い
い
な
が
ら
、
相
変

わ
ら
ず
の
寒
さ
で
す
。
雪
降
ろ

し
の
苦
労
を
知
ら
な
い
土
地
に

住
み
、
日
々
、
平
穏
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
て
、
あ
り
が
た
さ

を
し
み
じ
み
と
感
じ
て
い
ま

す
。
雪
の
被
害
を
聞
く
た
び

に
、
胸
が
痛
み
ま
す
。

 

（
南
房
総
市　

Ｋ
・
Ｙ
）

【
1
月
】

　

交
通
事
故
を
起
こ
し
、
負
傷

さ
せ
て
し
ま
っ
た

の
で
、
せ
め
て
も

の
償
い
の
気
持
ち

か
ら
、
寄
付
し
ま

す
。　
　
 （

豊
後
大

野
市　

Ａ
・
Ｈ
）

　
　

☆　
　

☆　

　

昨
年
の
東
日
本

大
震
災
の
こ
と
が

き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
。
少
し
で

す
が
、
続
け
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。 

（
名
古
屋
市　

Ｍ
・
Ｈ
）

あ
し
な
が
お
じ
さ
ん
募
集
中

【
2
月
】

　

交
通
事
故
の
目
撃
者
で
調
書

を
作
り
ま
し
た
。
謝
礼
？　

交

通
費
？　

と
し
て
い
た
だ
い
た

お
金
で
す
。
正
し
く
使
っ
て
く

だ
さ
い
。 

（
沖
縄
県　

Ｏ
・
Ｃ
）

　
　
　

☆　
　
　

☆

　

少
額
で
す
が
、
育
英
会
の
資

金
に
送
ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

（
神
戸
市　

Ｕ
・
Ｙ
）

【
3
月
】

　

息
子
の
三
回
忌
の
茶
の
子
の

代
わ
り
と
し
て
寄
付
い
た
し
ま

す
。 

（
三
次
市　

Ｍ
・
Ｓ
）

　
　
　

☆　
　
　

☆

　

少
し
で
す
が
役
立
て
て
く
だ

さ
い
。
3
月
は
、
遺
児
に
と
っ

て
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
が
重
な

り
ま
す
。
災
害
の
遺
児
に
も
役

立
つ
と
う
れ
し
い
で
す
。

 

（
横
浜
市　

Ｙ
・
Ｈ
）

　
　
　

☆　
　
　

☆

　

雪
が
降
り
、
ま
だ
ま
だ
寒
い

日
が
続
き
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
、
お
体
を
大
切
に
な
さ
っ
て

く
だ
さ
い
。
進
級
、
ご
入
学
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

（
秦
野
市　

Ｓ
・
Ｅ
）

　
　
　

☆　
　
　

☆

　

今
月
は
出
費
多
端
で
、
送
金

で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た

ら
、
医
療
費
控
除
で
税
金
が
還

付
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
分

卒
業
・
進
級
・
入
学
、希
望
を
胸
に

ポスター配布　活用よびかけ

奨学金貸与額
入学一時金月 額学 校

２０～６０万円
４０～８０万円
２０～６０万円
４０～８０万円

－

２～４万円
４～６万円
２～４万円
４～６万円
５～１０万円

高校 ・ 高専
大学 ・ 短大
専修・ 高等
専修 ・ 専門
大 学 院

に
、
年
賦
、
半
年
賦
、
月
賦
、

い
ず
れ
か
の
方
法
で
返
還
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
や
他
の
団
体
な

ど
が
貸
与
し
て
い
る
奨
学
金
と

合
わ
せ
て
利
用
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
同
じ
世
帯
か
ら
何
人

で
も
応
募
で
き
る
ほ
か
、
同
じ

学
校
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
高
校
奨
学
生
の
3

年
生
で
、
大
学
、
専
門
学
校
の

合
格
者
に
は
、
毎
月
の
奨
学
金

の
ほ
か
、
進
学
準
備
金
も
貸
与

し
て
い
ま
す
。
奨
学
金
の
対
象

と
な
る
方
が
近
く
に
い
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

り
、
目
に
つ
き
や
す
い
場
所
へ

の
掲
示
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

　

縦　

塾
、
横　

塾
の
Ｂ
3
判

51

36

で
、
学
校
種
別
の
月
額
奨
学
金

貸
与
額
と
入
学
一
時
金
の
ほ

か
、
東
京
、
関
西
の
学
生
寮
の

情
報
も
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

　

育
英
会
の
奨
学
金
は
、
交
通

遺
児
や
交
通
事
故
に
よ
る
重
度

障
害
者
の
子
女
で
あ
れ
ば
、
高

校
・
高
専
、
大
学
、
短
大
、
専

修
・
各
種
学
校
、
大
学
院
を
問

わ
ず
利
用
で
き
ま
す
。

　

無
利
子
で
、
最
終
学
校
を
卒

業
し
た
半
年
後
か
ら　

年
以
内

20

　

と
く
に
学
校
に
つ
い
て
は
、

全
国
す
べ
て
の
中
学
校
、高
校
・

高
専
、
大
学
、
短
大
、
専
修
学

校
、
大
学
院
の
学
校
長
、
学
長

あ
て
に
約
2
万
2
0
0
0
枚
送

枚
。
全
国
の
学
校
、
教
育
委
員

会
、
地
方
自
治
体
、
警
察
、
福

祉
事
務
所
、
自
動
車
事
故
対
策

機
構
、
自
動
車
教
習
所
、
報
道

機
関
な
ど
に
送
っ
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
が
交
通
事
故
で
亡
く

な
っ
た
り
、
重
度
の
後
遺
症
で

働
け
な
く
な
っ
た
り
し
た
家
庭

で
、
高
校
生
以
上
の
生
徒
・
学

生
の
修
学
資
金
に
お
困
り
の
方

は
い
ま
せ
ん
か

―
。

　

公
益
財
団
法
人
交
通
遺
児
育

英
会
で
は
、
平
成　

年
度
も
奨

24

学
生
募
集
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー

を
製
作
し
ま
し
た
。

　

育
英
会
の
奨
学
金
制
度
を
広

く
知
っ
て
も
ら
う
と
同
時
に
、

「
交
通
遺
児
ら
が
経
済
的
理
由

に
よ
っ
て
進
学
を
断
念
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
」
と
の
思
い

か
ら
、
奨
学
金
の
活
用
を
呼
び

か
け
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ポ
ス
タ
ー
は
、
3
万
5
0
0

《お問い合わせは奨学課へ》　　

フリーダイヤル　０１２０－５２１２８６

無
利
子
、
他
の
貸
与
制
度
と
併
用
も
で
き
ま
す

　昨年の東日本大震災で被災された

交通遺児育英会奨学生・返還者を始

め、関係者の方々に心からお見舞い

申し上げます。

　育英会では、被災された奨学生、

奨学金返還中の方に、引き続き次の

制度を用意しています。希望される

方の活用をお待ちしています。

　．現在、奨学生として奨学金の貸1

与を受けている方には、育英会奨

学金貸与制度の範囲内で貸与額の

増額に応じます。

　．現在、奨学金を返還中の方に2

は、返還制度に従って返還猶予が

受けられます。

　．被災者の子どものうち、次に該3

当する方を奨学生として採用しま

す。

　①事故の内容

　・保護者が車両に乗って出かけて

津波に遭ったり、地震による路外

逸脱・自損事故・落石などに遭っ

たりして、死亡、または著しい後

遺障害のため、教育費に困ってい

る家庭の子ども

　・保護者が車両に乗って出かけた

まま行方不明になった場合、事情

によって上記に準じる

　②事故の証明

　・交通事故証明書が発行されない

場合、願書の「事故の模様」欄

に、詳しく自己申告すれば代用で

きます

　③応募できる人

　・現在、高校以上の学校に在学す

る生徒・学生、これから高校以上

の学校の就学年齢に達する生徒・

学生

東日本大震災
被災者の皆さまへ

【問い合わせ・申し込み先】
□奨学金貸与額の増額と応募
　奨学課：電話０３－３５５６－０７７３
　フリーダイヤル０１２０－５２１２８６
□返還猶予
　返還課：電話０３－３５５６－０７７４
　フリーダイヤル０１２０－５２１２８７

神奈川県立藤沢清流高校　女子サッカー部

仲
良
し
が
自
慢
の
チ
ー
ム

（
上
）で
も
練
習
は
厳
し
い

増
え
出
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

対
外
試
合
で
、
実
績
を
残
す

よ
う
に
な
っ
た
の
は
4
、
5
年

前
か
ら
。
昨
年
、
県
大
会
で
優

勝
し
、
関
東
大
会
8
強
に
な
る

ほ
ど
に
実
力
を
つ
け
た
。
今
年

か
ら
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
が
高
校

総
体
の
正
式
種
目
に
な
っ
た
。

こ
の
春
、
県
大
会
、
上
位
大
会

と
、
勝
ち
進
む
べ
き
大
き
な
試

合
が
待
ち
受
け
る
。

全
国
大
会
の
夢　

　

練
習
も
、
激
し
さ
を
増
す
。

　

「
男
子
に
あ
っ
て
女
子
に
な

い
も
の
、
基
本
を
し
っ
か
り
補

っ
て
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
並

ぶ
。
さ
ら
に
そ
の
上
を
目
指
す

の
で
、
男
子
の
2
倍
以
上
は
練

習
す
る
」
と
い
う
監
督
の
方
針

で
、
春
休
み
に
は
朝
9
時
か
ら

夕
刻
ま
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
選

手
た
ち
の
声
が
飛
び
交
っ
た
。

　

松
島
さ
ん
も
、
「
全
国
大
会

出
場
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
が

ん
ば
っ
て
い
る
」
と
、
「
つ
ら

い
」
な
が
ら
も
充
実
し
た
サ
ッ

カ
ー
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
も
、
松
島
さ
ん
に
と

っ
て
、
昨
年
の
「
な
で
し
こ
」

世
界
制
覇
も
、
大
き
な
イ
ン
パ

ク
ト
は
な
か
っ
た
。

　

も
う
す
ぐ
進
路
を
決
め
る
。

胸
の
内
で
は
ほ
ぼ
固
ま
っ
て
い

る
。
好
き
で
得
意
な
化
学
や
物

理
、
数
学
な
ど
を
も
っ
と
学
ぶ

た
め
に
、
理
系
の
大
学
に
進
み

た
い
。
そ
の
と
き
、「
サ
ッ
カ
ー

は
同
好
会
の
よ
う
な
形
で
、
楽

し
み
と
し
て
」
続
け
よ
う
と
考

え
て
い
る
。

　

ハ
ナ
の
会
心
の
シ
ュ
ー
ト

は
、
ピ
ッ
チ
の
向
こ
う
の
ゴ
ー

ル
に
突
き
進
む
。

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
練
習
。
一

度
だ
け
、
前
を
見
な
が
ら
ド
リ

ブ
ル
し
、
右
ウ
イ
ン
グ
の
選
手

に
横
パ
ス
を
通
す
ト
リ
ッ
キ
ー

な
プ
レ
イ
を
見
せ
た
。

　

「
練
習
で
も
試
合
で
も
、
サ

ッ
カ
ー
を
し
て
い
る
と
き
が
、

と
に
か
く
楽
し
い
」

　

楽
し
い
わ
け
が
も
う
一
つ
あ

る
。
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
の
3
年

生
が
、
と
り
わ
け
仲
良
し
だ
か

ら
。　

人
で
「　
　

1
（
じ
ゅ

13

13
co

う
さ
ん
・
こ
・
い
ち
）
」
と
、

暗
号
め
い
た
グ
ル
ー
プ
名
を
自

称
し
、
生
徒
に
は
も
ち
ろ
ん
職

員
室
に
も
知
れ
渡
る
ほ
ど
。

　

藤
沢
清
流
高
は
、
2
0
1
0

年
、
大
清
水
、
藤
沢
の
県
立
2

校
が
統
合
さ
れ
て
誕
生
し
た
。

大
清
水
高
当
時
を
知
る
杉
本
教

諭
は
、
「
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
は

1
9
8
9
年
の
創
設
。
部
員
が

4
人
し
か
い
な
い
年
も
あ
っ
た

が
、
6
、
7
年
前
か
ら
部
員
が

　

選
手
は
み
な
、
名
前
で
呼
ば

れ
る
。

　

「
ハ
ナ
は
、
チ
ー
ム
で
1
、

2
番
の
元
気
が
あ
る
。
選
手
た

ち
が
、
練
習
を
や
ら
さ
れ
て
い

る
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
が
ん

ば
り
に
陥
っ
た
と
き
、
ハ
ナ
の

か
け
声
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
が
ん

ば
り
に
変
え
て
く
れ
る
」

　

神
奈
川
県
立
藤
沢
清
流
高
校

女
子
サ
ッ
カ
ー
部
、
松
島
花
さ

ん
（
3
年
）
の
持
ち
味
を
、
渋

谷
俊
和
監
督
は
こ
う
評
す
る
。

ギ
プ
ス
の
日
　々

　

1
年
前
の
3
月
、
練
習
で
左

足
首
の
じ
ん
帯
を
切
っ
た
。
ギ

プ
ス
が
取
れ
る
ま
で
の
3
か
月

は
走
れ
な
い
。
そ
の
後
の
3
か

月
は
リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね
た
別
メ

ニ
ュ
ー
の
練
習
。
い
ま
は
「
も

う
何
と
も
な
い
」
と
は
言
い
つ

つ
、
果
て
し
な
く
繰
り
返
さ
れ

る
ダ
ッ
シ
ュ
練
習
で
は
、
足
首

に
違
和
感
が
残
る
。

　

利
き
足
の
右
ひ
ざ
の
じ
ん
帯

も
痛
め
て
い
る
。

　

「
病
院
に
は
行
か
な
い
。
行

け
ば
、
3
週
間
休
め
っ
て
言
わ

れ
る
か
ら
。
痛
み
に
慣
れ
る
の

も
練
習
だ
し
、
け
が
は
ア
ド
レ

ナ
リ
ン
で
が
ん
ば
る
」

　

小
学
生
の
と
き
、
友
達
に
誘

わ
れ
て
地
元
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

に
入
り
、
サ
ッ
カ
ー
に
な
じ
ん

だ
。
中
学
で
は
、
女
子
サ
ッ
カ

ー
部
が
な
か
っ
た
た
め
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
部
に
。

　

だ
か
ら
、
湘
南
地
区
で
は
数

少
な
い
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
が
あ

る
同
校
を
選
ん
だ
。
部
顧
問
の

杉
本
智
教
諭
の
目
に
は
、
「
当

た
り
負
け
し
な
い
、
フ
ィ
ジ
カ

ル
が
強
い
選
手
」
と
映
る
。

　

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
が
定
位
置
だ

が
、
ボ
ラ
ン
チ
、
ハ
ー
フ
に
入

る
こ
と
も
。

　

相
手
ゴ
ー
ル
に
攻
め
上
が
る

けが �アドレナリンで戦う� 
ダッシュ練習（左から２人目）

燃
え
ろ
青
春
����������������������
����������������������
����������������������
����������������������
����������������������

�
�
�
�
�

3年　松島　花　さん

修
学
資
金
に
お
困
り
の
方
ご
相
談
を
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人
が
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心
塾
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン　

人
入
寮

新塾生に贈る
�������	
��
���
��������

��������������	
��
������

�������	
��
������������

本多祐子さん
（２００８年東京寮卒）

河田修一さん
（２００９年東京寮卒）

岸本南奈さん
（２０１２年関西寮卒）

４１

心
と
き
め
く
強
い
思
い
を

�
宝
物
�と
の
出
会
い
に
感
謝

心
通
わ
せ
る
成
長
の
舞
台

奨学金返還は遅れず確実に 新社会人は１０月から
返還課フリーダイヤル　０１２０―５２１２８７



君 と つ ば さ第３０４号 ２０１２.５.１５ （４）　
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パ
テ
ィ
シ
エ
・
ベ
ー
カ
リ
ー
学
科
２
年

人とは違う菓子を作る

華やかさの陰の苦労見つめ

１９の春の自己再発見

学
校
の
巨
大
ポ

ス
タ
ー
を
背
に�
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君 と つ ば さ 第３０４号　（５） ２０１２.５.１５
　

樽
川 
光 
さ
ん
（　

）
の
人
生

こ
う

53

が
、
あ
の
日
、
暗
転
し
た
。

　
　

年
前
、
娘
が
生
ま
れ
て
8

16
か
月
の
と
き
だ
っ
た
。
夫
が
、

事
故
で
脊
髄
損
傷
の
重
傷
を
負

い
、
ほ
ぼ
全
身
の
運
動
機
能
を

失
っ
た
。
以
来
、
転
院
を
繰
り

返
し
な
が
ら
、
い
ま
も
入
院
生

活
を
続
け
る
。
一
度
も
自
宅
に

帰
っ
た
こ
と
が
な
い
。

　

秋
田
県
に
か
ほ
市 
象  
潟 
の
イ

き
さ 
か
た

タ
リ
ア
ン
・
レ
ス
ト
ラ
ン
「
イ

ル
・
ピ
ア
ッ
ト
」
で
働
く
樽
川

さ
ん
は
、
そ
の
話
を
す
る
と
、

言
葉
を
つ
ま
ら
せ
る
。

　

夫
の
豊
実
さ
ん
（　

）
の
看

52

病
と
世
話
の
た
め
に
、「
娘
を 

背
負
っ
て
病
院
に
通
っ
た
。
長

期
入
院
し
て
転
院
せ
ざ
る
を
得

娘
と
心
通
わ
す
彩
り
弁
当　
自
立
願
う
親
心　
隠
し
味
に
そ
っ
と
込
め

な
く
な
っ
て
も
、
呼
吸
器
を
つ

け
た
患
者
は
、
受
け
入
れ
施
設

が
す
ぐ
見
つ
か
ら
な
い
。
東
北

全
域
を
探
し
回
っ
た
こ
と
も
あ

る
。
先
が
全
く
見
え
ず
、
子
ど

も
を
抱
え
て
ど
う
し
よ
う
か
と

…
…
」

　

育
児
が
あ
る
か
ら
、
働
き
に

出
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
自
宅

で
内
職
を
し
た
。
服
飾
工
場
か

ら
ア
イ
ロ
ン
か
け
の
仕
事
を
得

て
、
毎
晩
、
ア
イ
ロ
ン
が
け
。

高
校
2
年
の
一
人
娘
、 

彩  
光 
さ

あ
や 
み

ん
（　

）
の
幼
い
こ
ろ
の
目
に

16

も
そ
の
姿
は
映
っ
て
い
た
。

　

自
身
も
変
調
を
感
じ
た
。
微

熱
が
下
が
ら
ず
、
足
が
重
く
て

歩
け
な
い
、
泣
き
出
し
た
く
な

る

―
医
師
に
、
自
律
神
経
失

調
症
と
診
断
さ
れ
た
。

　

内
職
を
半
年
や
め
て
、
回
復

を
臨
む
。
市
東
部
の
仁
賀
保
高

原
に
風
力
発
電
の
風
車
が
ず
ら

っ
と
並
ぶ
、
風
の
強
い
地
域
だ
。 

そ
れ
で
い
て
、
地
元
で
「
秋
田

の
湘
南
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、

県
内
で
最
初
に
春
が
や
っ
て
く

る
温
か
さ
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

に
、
樽
川
さ
ん
に
は
、
ず
っ
と

勤
め
て
も
ら
っ
て
、
と
て
も
助

か
っ
て
い
る
」
と
話
す
。
常
連

の
客
が
多
い
。
つ
い
話
し
込
ん

で
し
ま
う
こ
と
も
。
店
内
に
笑

い
声
が
響
く
。

　

樽
川
さ
ん
が
、
さ
さ
や
か
な

　

樽
川
さ
ん
は
、
象
潟
地
区
で

生
ま
れ
育
っ
た
。
苦
労
続
き
だ

っ
た
樽
川
さ
ん
の
表
情
が
、
少

し
ず
つ
和
ら
ぐ
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
自
宅
か
ら
も
近
い
「
イ

ル
・
ピ
ア
ッ
ト
」
に
勤
め
出
し

た
こ
ろ
か
ら
。

　

店
は
、
東
京
や
山
形
県
境
向

こ
う
の
酒
田
市
で
料
理
の
腕
を

磨
い
た
斉
藤
サ
ヨ
子
さ
ん
が
、

オ
ー
ナ
ー
・
シ
ェ
フ
と
し
て　
04

年
に
開
い
た
。
町
に
は
、
本
格

的
な
イ
タ
リ
ア
料
理
店
は
少
な

い
。
落
ち
着
い
た
店
構
え
が
、

周
囲
の
風
景
に
溶
け
込
み
な
が

ら
も
、
際
立
ち
を
見
せ
る
。

　

開
店
半
年
後
、
樽
川
さ
ん
は

知
人
の
紹
介
で
接
客
係
と
し
て

加
わ
っ
た
。

　

斉
藤
さ
ん
は
、
「
飲
食
店
の 

従
業
員
は
、
ふ
つ
う
は
同
じ
店

で
働
き
続
け
る
の
を
嫌
が
る
の

心
の
安
ら
ぎ
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
彩
光
さ
ん
の

成
長
も
あ
る
。
手
が
か
か
ら
な

く
な
っ
た
。

　

が
、
短
大
で
栄
養
士
の
資
格

を
得
て
い
る
樽
川
さ
ん
が
、
本

来
の
料
理
好
き
ぶ
り
を
発
揮
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
大

き
い
。
店
の
デ
ザ
ー
ト
作
り
や

料
理
の
盛
り
付
け
を
任
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
。
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー

キ
や
地
元
産
の
フ
ル
ー
ツ
を
使

っ
た
ケ
ー
キ
が
得
意
だ
。

　

シ
ェ
フ
や
知
人
ら
と
、
よ
く

�
食
べ
歩
き
�
に
出
か
け
る
よ

う
に
も
な
っ
た
。
新
し
い
レ
ス

た
り
す
る
。

　

先
に
学
校
か
ら
帰
っ
て
き
て

い
る
の
に
、
後
か
ら
帰
宅
し
た

私
に
晩
ご
飯
を
作
ら
せ
た
り
も

す
る
。
私
は
、
姉
の
勝
手
な
言

動
に
振
り
回
さ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
姉
は
明
る
く
天
真

爛
漫
、
正
直
で
お
人
好
し
だ
。

明
る
い
姉
の
周
り
に
は
、
い
つ

も
誰
か
が
一
緒
に
い
る
。
愛
想

が
い
い
ば
か
り
の
私
と
は
大
違

い
だ
。

　

そ
ん
な
姉
は
、
専
門
学
校
の

土
木
科
に
進
ん
だ
。
外
国
の
難

民
の
た
め
に
井
戸
を
掘
る
そ
う

だ
。
や
っ
ぱ
り
姉
は
お
人
好
し

だ
。
で
も
、
人
の
た
め
に
が
ん

ば
れ
る
姉
は
す
ご
い
と
思
う
。

　

姉
は
い
つ
も
自
分
の
こ
と
を

後
回
し
に
し
て
き
た
。
私
の
た

め
に
な
る
よ
う
に
と
、
よ
く
叱

っ
て
く
れ
た
。
う
っ
と
う
し
か

っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
も
愛
情
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

い
つ
し
か
姉
が
私
の
理
想
に

な
っ
て
い
た
。
人
の
こ
と
ば
か

り
気
に
か
け
る
姉
が
、
少
し
は

自
身
の
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
、
私
が
姉
を
支
え
て
あ
げ

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

い
つ
も
け
ん
か
ば
か
り
し
て

い
る
が
、
こ
の
世
で
た
っ
た
一

人
の
姉
を
、
私
は
心
か
ら
尊
敬

し
て
い
る
。
ふ
だ
ん
は
恥
ず
か

し
く
て
言
え
な
い
け
れ
ど
。

が
多
い
の
で
す
。

　

例
え
ば"

I
d
o
n
'
t
k
n
o
w
.
"

が"
D
u
n
n
o
.
"

に
、"

W
h
a
t
i
s

g
o
i
n
g
o
n
?
"

が
、"W

u
z
z
g
o

－

i
n
o
n
?
"

に
な
っ
て
い
て
、
最

初
は
か
な
り
苦
労
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
な
ま
り
の
あ
る
登
場

人
物
も
多
く
、"

e
"

が"
i
"

に

代
わ
っ
て
い
た
り
、"

h
"

が
抜

け
て
い
た
り
、"

t
h
"

が"
z
"

に
な
っ
て
い
た
り
で
、
通
学
の

電
車
内
で
辞
書
を
使
え
な
い
状

態
で
は
、
想
像
力
を
働
か
せ
て

読
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

し
か
し
、
い
ま
で
は
、
も
う

少
し
電
車
に
乗
っ
て
い
た
い
と

思
う
く
ら
い
、
本
の
世
界
に
入

っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
6

巻
目
も
、
わ
ず
か
で
読
み
終
わ

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
「
続
き
が
読
み
た

い
」
と
恐
る
恐
る
母
に
相
談
す

る
と
、
原
書
は
翻
訳
本
の
3
分

の
1
の
値
段
で
買
え
る
た
め
、

母
が
全
巻
を
そ
ろ
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　

読
破
す
る
の
が
と
て
も
楽
し

み
で
す
が
、
こ
れ
も
読
み
切
っ

た
ら
、
通
学
の
楽
し
み
が
な
く

な
り
そ
う
で
心
配
で
す
。

　

私
が
い
ま
熱
中
し
て
い
る
の

は
、
『
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と

謎
の
プ
リ
ン
ス
』
を
原
書
で
読

む
こ
と
で
す
。
な
ぜ
6
巻
目
な

の
か
。
父
が
読
も
う
と
し
て
買

っ
て
き
た
も
の
の
、
途
中
で
断

念
し
て
忘
れ
て
い
た
も
の
を
見

つ
け
た
か
ら
で
す
。

　

こ
の
作
品
は
、
ふ
だ
ん
勉
強

で
読
ま
さ
れ
て
い
る
長
文
と
違

い
、
く
だ
け
た
調
子
の
会
話
文

っ
と
1
歳
差
に
縮
ま
っ
て
も
、

3
月
に
な
る
と
ま
た
離
さ
れ
て

し
ま
う
。
一
生
縮
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
差
だ
。

　

ふ
だ
ん
の
姉
は
、
自
分
勝
手

だ
。
私
の
机
を
あ
さ
っ
て
文
房

具
な
ど
を
借
り
て
い
く
。
そ
れ

を
返
す
の
を
忘
れ
た
り
、
壊
し

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た

2
0
1
1
年
3
月　

日
。
私
が

11

受
験
し
た
高
校
の
合
格
発
表
の

日
で
も
あ
り
、
忘
れ
ら
れ
な
い

日
に
な
っ
た
。

　

入
学
す
る
と
、
最
初
の
試
練

が
待
っ
て
い
た
。
一
昼
夜
か
け

て
歩
く
、
伝
統
の　

熟
強
歩
で

85

あ
る
。

　

大
震
災
と
原
発
事
故
で
実
施

が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
5
月　

日
20

午
前
9
時　

分
、
己
の
限
界
へ

45

の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

　

私
に
と
っ
て
人
生
初
の
強
歩

は
、
最
も
苦
し
く
、
つ
ら
い
経

験
と
な
っ
た
。
強
い
足
の
痛
み

や
激
し
い
疲
労
、
睡
魔
と
の
闘

い
が
、
何
時
間
も
続
く
。

　

「
も
う
歩
か
な
い
、
何
で
歩

く
の
だ
ろ
う
」
と
思
っ
た
こ
と

も
数
え
き
れ
な
い
。
途
中
、
リ

タ
イ
ア
も
考
え
た
。
し
か
し
、

強
歩
は
、
私
に
大
切
な
こ
と
を

気
づ
か
せ
て
く
れ
た
。

　

一

つ

は
、「
友

達
」
だ
。
本 

当
に
つ
ら
い
と
き
、
助
け
て
く

れ
た
の
は
友
達
だ
っ
た
。
優
し

い
言
葉
を
か
け
て
、
私
の
ペ
ー

ス
に
合
わ
せ
て
く
れ
た
。
1
人

だ
っ
た
ら
、
完
歩
す
る
こ
と
は

不
可
能
だ
っ
た
。

　

二
つ
目
は
、「
陰
の
力
」
だ
。

地
域
の
方
々
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
援
助

や
支
援
だ
。
支
え
て
く
れ
た
人

た
ち
の
大
切
さ
を
感
じ
た
。

　

三
つ
目
は
、「
あ
き
ら
め
な

い
」
だ
。
最
後
ま
で
あ
き
ら
め

な
い
強
い
気
持
ち
は
、
不
可
能

を
可
能
に
し
、
目
標
達
成
と
い

う
喜
び
を
私
に
与
え
て
く
れ
た
。

　

5
月　

日
午
前　

時　

分
、

21

11

12

学
校
帰
着

―
達
成
感
、感
謝
、

一
生
の
思
い
出
。

芭蕉句碑のある
象潟の 蚶  満 寺で

かん まん

達
成
感
ひ
と
き
わ

昼
夜
の　

熟
強
歩

85

 

栃
木
県　

村
上　

智
央

ハ
リ
ポ
タ
全
巻

原
書
で
味
わ
う

 

埼
玉
県　

中
岡　

梨
々
子

う
っ
と
う
し
い
姉

で
も
心
か
ら
尊
敬

 

愛
媛
県　

喜
安　

夏
子

レストラン店員

樽
川　
光　
さ
ん

秋田県にかほ市

ト
ラ
ン
が
オ
ー
プ
ン
し
た
と
聞

く
と
、
秋
田
市
や
酒
田
市
ま
で

ド
ラ
イ
ブ
し
、
味
見
を
す
る
。

そ
ん
な
折
に
、
斉
藤
さ
ん
か
ら

東
京
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
、
何
度

か
訪
れ
た
イ
タ
リ
ア
の
話
題
を

聞
く
の
も
楽
し
み
。

　

料
理
へ
の
情
熱
は
、
彩
光
さ

ん
の
毎
日
の
弁
当
作
り
で
さ
ら

に
輝
き
を
増
す
。

　

高
校
生
だ
か
ら
、
さ
す
が
に

キ
ャ
ラ
弁
と
い
う
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
季
節
感
と
女
の
子
ら

し
い
華
や
か
な
彩
り
に
気
を
使

う
。
「
学
校
の
友
達
に
、
毎
日 

う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
る
」
と
い

う
彩
光
さ
ん
の
言
葉
が
何
よ
り

の
励
み
。
朝
が
和
食
な
ら
弁
当

は
洋
風
に
、
逆
な
ら
そ
の
逆
に

と
、
献
立
の
組
み
合
わ
せ
に
も

腐
心
す
る
。

　

樽
川
さ
ん
が
「
娘
に
早
く
一

人
立
ち
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

言
う
と
き
、
切
実
な
思
い
が
こ

め
ら
れ
て
い
る
。

　

「
父
親
が
家
に
い
な
い
。
兄

弟
も
い
な
い
。
私
に
、
い
つ
、

ど
ん
な
こ
と
が
起
き
て
も
、
一

人
で
生
き
て
行
け
る
よ
う
に
。

娘
が
小
さ
い
こ
ろ
は
、
万
一
の

と
き
に
自
分
で
1
1
9
番
に
連

絡
で
き
る
よ
う
に
と
、
考
え
て

ば
か
り
い
た
」

　

だ
か
ら
、
彩
光
さ
ん
が
ド
イ

ツ
語
を
勉
強
し
て
国
際
的
な
仕

事
を
生
き
が
い
に
し
た
い
と
言

っ
て
も
、
好
き
な
絵
を
描
き
続

け
た
い
と
願
っ
て
も
、
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
秋
田
市
ま
で
通
っ
て

習
っ
た
バ
イ
オ
リ
ン
を
続
け
た

い
と
考
え
て
も
、
「
好
き
な
こ

と
を
し
て
生
き
て
ほ
し
い
」
と

思
う
。

　

で
も
「
ま
だ
ま
だ
子
ど
も
だ

か
ら
」
と
、
樽
川
さ
ん
の
採
点

は
厳
し
い
。

　

象
潟
に
も
、
本
格
的
な
春
が

き
た
。
季
節
の
食
材
が
豊
か
に

な
る
。
万
感
の
思
い
が
込
も
っ

た
弁
当
の
彩
り
が
、
一
段
と
鮮

や
か
に
な
る
。

を
待
っ
た
。
し
か
し
、
夫
の
転

院
の
た
び
に
、
新
し
い
病
院
の

シ
ス
テ
ム
に
慣
れ
る
た
め
に
神

経
を
使
い
す
ぎ
、
再
発
し
そ
う

に
な
る
。

　

夫
は
い
ま
、
環
境
に
恵
ま
れ

た
病
院
に
い
る
。
看
護
師
た
ち

の
優
し
さ
が
あ
り
が
た
い
。

　

そ
れ
で
も
、
「
ず
っ
と
一
人 

で
世
話
し
て
い
る
の
で
、
心
が

晴
れ
る
と
か
、
解
放
さ
れ
た
気

分
に
な
る
と
か
、
そ
ん
な
こ
と

は
一
度
も
な
い
。
人
並
み
の
喜

び
や
楽
し
み
は
考
え
た
こ
と
も

な
い
。
夫
が
周
り
か
ら
大
変
な

世
話
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
夫

が
入
院
し
て
い
る
の
に
、
申
し

訳
な
く
て
、
自
分
だ
け
楽
し
ん

で
い
い
の
か
と
思
っ
て
い
る
」

と
言
う
。

　

県
南
端
の
に
か
ほ
市
は
2
0

0
5
年
、 

仁  
賀  
保 
、

に 

か 

ほ
 

金 
浦
   

、
象

こ
の 
う
ら

潟
の
3
町
が
合
併
し
て
誕
生
し

た
。
人
口
2
万
7
0
0
0
人
。

す
ぐ
南
の
山
形
県
境
に
鳥
海
山

　

私
に
は
尊
敬
す
る
人
が
い
る
。 

そ
れ
は
、
姉
だ
。
1
歳
し
か
違

わ
な
い
。
昔
は
そ
れ
が
悔
し
く

て
し
か
た
が
な
か
っ
た
。

　

私
の
誕
生
日
が
5
月
、
姉
が

3
月
。
私
の
誕
生
日
が
き
て
や

樽川さん（左）とシェフ（中央）が常連客を囲むと、
店内は朗らかな談笑の声に包まれる

料
理
で

心
安
ら
ぐ

季
節
感
に

友
の
羨
望

「話題が合わない」
と彩光さんと苦笑

シ
ェ
フ
・
斉
藤
さ
ん

か
ら
デ
ザ
ー
ト
作
り

を
任
さ
れ
て
い
る
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キャンパスの
メイン・ストリートを背に

研究室には専用パソコンも

電
気
箱
の
迷
宮
に
魅
せ
ら
れ

い
ま
は
下
宿
暮
ら
し
で

研
究
に
専
念

岩手県立大学　ソフトウェア情報学部

ソフトウェア情報学科　３年

槻木　朝香　さん


